
多摩川とびはぜ倶楽部
環境整備活動の状況



多摩川とびはぜ倶楽部とは



多摩川とびはぜ倶楽部の主な活動
①定例観察会

詳しくは「多摩川とびはぜ
倶楽部」で検索してHPをご
覧ください。

②地域の小学校の支援 ③多摩川の自然を守る活動



環境整備活動の状況
①減らないゴミ

←台風19号で
流れ着いたゴミ

崩れたブルーテント→

↑大量の不法投棄→

↓銅を抜かれたケーブル



環境整備活動の状況
①減らないゴミ

定例観察会で回収したゴミの量の推移
(大田区環境啓発コーナー展示パネルより) ↑定例会で回収したさまざまなゴミ

←台風19号によ
るゴミの回収



環境整備活動の状況
②改善への取り組み



環境整備活動の課題
①産業廃棄物になってしまうゴミ

←地層のように
堆積したゴミ

半分埋まったブルーシート→
植物も動物も生活できない

←ほとんどのゴ
ミに泥がつき、
燃えるゴミや資
源としての回収
ができない

ペットボトル→
は中身が入って
いることも多く、
対応が難しい



環境整備活動の課題
②回収困難になっていくゴミ

↑細かくなっていくレジ袋等のプラごみ

小さな粒に
分かれる ←
発泡スチロ
ール

↓



環境整備活動の課題
③回収したゴミの置き場

↑公園の倉庫
(左半分を使わせていただいている)

↑82kgのゴミを入れた倉庫
(子供のライフジャケット等の備品と一緒に収納)



環境整備活動の課題
③回収したゴミの置き場

大きなゴミは運ぶことが難しく、河川敷に山にして置いておくことしかできない。



より良い環境作りに、
皆様のご協力をお願いいたします！


